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塾璽
巨岳 長　　挨　　拶

岩手大学電気電子情報科会会長　佐々木喜八郎

昨年の暮れから記録的な豪雪に襲われた東北地方は､秋田新

幹線が雪で運休になるとか､除雪作業等で多数の犠牲者が出る

など多難の年明けとなりました｡たまたま暮れに常夏の国から

帰って盛岡駅に降り立った私は､積雪渋滞で駅前にタクシーが
一台も見あたらず､夜更けの寒さに震えながら長時間待ちまし

た｡一昨年の暮れにはインド洋大津波の直前にプーケットから

帰国した幸運な私でしたが､自然災害ほど怖いものはないと､
つくづく感じております｡

さて昨年は､わが母校は官から民-大学法人として動き始めた最初の年でもあり

ました｡相葉先生チームによる｢紫外･青色発光ダイオードの新たな製造法｣や､

長田先生チームの｢ザゼンソウの秘めた温度制御システム｣が新聞紙上に紹介され､

法人化の第一歩と注目を浴びました｡また科会の仙台支部総会では､平山岩手大学

長から｢大学の法人化の現状｣と題して具体的な講演をお聞きし､科会としても母

校の発展のために､法人化に積極的に協力しなければと意を新たにした次第です｡

また昨年は､佐藤淳先生がこれまでの御功績に対し叙勲の栄を受けられましたの

で､昨年の科会総会後の懇親会で皆様にご披露し､科会からは心の篭ったお祝いの

花束をお贈りしました｡このことについては後日､東京支部の方々のご尽力で､更

に有志による盛大な叙勲祝賀会を持つことに発展しました｡また昨年は菊池昭雄氏

(大2卒)も放送事業進展の業績に対し叙勲の栄を受けられましたが､今後は､叙勲

の栄を受けられた方々を､科会総会の懇親会の席で皆様に紹介してお祝いを申し上

げようと､科会の役員会で話し合われました｡

また､科会支部長の交代による､科会の活性化も特筆すべきことと思います｡盛

岡支部長に歳弘健氏､東京支部長に揮藤隆一氏､仙台支部長に斉藤健氏､事務局に

柳橋好子氏等が選任されて以来､諸氏の精力的な活動で活性化が図られました｡若
い年代の役員選任は､今後における各支部の継続的な活動の根底をなすものでもあ

り､その活動に期待しております｡

草刈遜先生の御威徳を後世に伝えるための草刈賞は､今年で3年目になりますが､

就職先からの評価も徐々に高まり､学生諸君も賞の意義を体して励んでいると側聞

し､有意義であったと感じております｡大学工学部の正面ホールに毅然として建つ

草刈遜先生の胸像は､われわれ卒業生の将来をじっと見詰めておられます｡過般の

建築強度偽装事件などは､部門は違っていても将に一喝もので､我々技術者として

あってはならない､安全を無視した劣悪な行為として糾弾されるべきでしょう｡

おわりに､科会の会誌｢きたかみ｣の発行をはじめ積極的な科会運営のため､昨

年から実施された｢卒業10年後に1万円の会費納入制度｣にご理解を戴き､着々と

送金戴き感謝いたしております｡しかし失念して未納の方もおられますので､該当

する方は早めに会費を納入戴きたく､お願い申し上げてご挨拶といたします｡
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岩手大学在職の思い出

元情報システム工学科教授　横　山　隆　三
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今年の冬は､例年に

なく厳しい寒さに見舞

われましたが､皆様に

はお元気でお過ごしの

事とご推察申し上げま

す｡私は､ 2005年3月

に情報システム工学科

を停年退職いたしました｡着任するまでは､特

に盛岡に縁があったわけではありませんが､岩

手大学に情報工学科を開設する計画があるので

行かないかと言う誘いを受けて､ 1972年3月

に電子工学科にまいりました｡当時の学園には､

まだ70年安保闘争の余韻が残っておりました

が､一方では日本経済が急激に拡張を始めてい

た時期でありました｡あるシンクタンクによれ

ば20世紀末には日本が米国を抜いてGNP世界

一になると予測されるような勢いの一方では､

各地に公害問題が発生したり､石油ショックに

見舞われたりで､地球資源の有限性を思い知ら

された時期でもありました｡

着任後､どのような研究テーマに取り組むべ

きかを考えていましたところ､学会誌に米国

のランドサット衛星画像で地球の環境や資源を

調べることができるという紹介記事を読みまし

た｡私はリモートセンシングが将来の重要な技

術になるという確信を持ち､この研究に取り組

みたいと考えました｡しかし､研究室にあった

コンピュータは､ 8KWのコアメモリ､紙テー

プ装置､タイプライターがついている程度のミ

ニコンで､画像処理をできる代物ではありませ

んでした｡

1975年には情報工学科が開設されました｡

幸運にも､文部省在外研究員に選ばれ､米国

Kansas大学で本格的なリモートセンシング研

究の手ほどきを受ける機会を与えられました｡

帰国後､学科用のコンピュータシステムが導入

された際に､画像処理ができる機能を付加して

もらうことができました｡ 112KWの主記憶装

置､磁気テープ装置､5MBの磁気ディスク装置､

7色カラー表示装置がついているもので､衛星

画像の処理は無理でしたが､小規模の画像処理

は可能となりました｡ちょうど国内では航空機

によるリモートセンシングのデータ収集がお

こなわれるようになり､研究室ではリモートセ

ンシングから検出される水質情報の種類と精度

を明らかにすることを目的として､三陸沿岸リ

モートセンシング観測プロジェクトを開始しま

した｡海上実測では岩手県水産試験場など地域

社会の諸機関の協力を得て､プロジェクトは5

年間にわたって推進されました｡この間に､多

くの観測事例を蓄積することができ､我が国の

リモートセンシング研究の黍明期において､貴

重な知見を報告することができました｡

三陸沿岸観測プロジェクトの成果が認めら

れて､ 1986年には文部省からリモートセンシ

ングデータ解析室の予算がつきました｡これに

よって16MBの主記憶装置､ 1.5GBのディスク

装置､ 512Ⅹ512のフルカラー表示装置などを装

備したコンピュータシステムが導入され､衛星

画像データの解析が可能となり､研究テーマは



アジア地域の環境解析-と展開されていきまし

た｡陸域については､中国､モンゴル､シベリ

ヤなど北東アジアの環境解析が始まり､当該国

への現地調査や研究機関との学術交流が始まり

ました｡海域では､陸奥湾を実験海域として､

海表面温度の検出精度の改善に関するテーマへ

の取り組みが始まり､米､英､豪の研究機関と

の連携による国際プロジェクトにも参加するよ

うになりました｡国内においては､地球観測衛

星開発計画やアジア地域の衛星環境情報デー

タベース構築プロジェクトにも参加すること

になりました｡また地域社会については､衛

星データをもとに北日本海域の海表面温度分

布画像を作成公開する岩手水産情報システム

(http://www.suigi.pref.iwate.jp/)の設計･構

築の指導にもあたりました｡

衛星データ解析の研究は､ 90年代末で一応

の区切りが付く状況になってまいりました｡最

後に､衛星環境情報データベースでも扱った熱

帯アジアを見聞したいものだと考えていました

ところ､ 2002年から2年間はJICA専門家とし

てバンコクにあるアジア工科大学院(AIT)に

派遣されて､リモートセンシングの教育及び研

究指導におこなう機会に恵まれました｡滞在中､

東南･南アジアの13カ国を訪問して､現地調

査や学術交流もおこなってまいりました｡先の

北東アジアを含めて､訪問したアジアの国々に

は､それぞれに人種､宗教､歴史､社会経済の

基盤があり､アジアは多様であることも実感さ

せられました｡

思い返してみすと､私はリモートセンシング

に没頭している間に､ 33年間が過ぎてしまっ

た気が致します｡情報処理技術はハードウェア､

ソフトウェア､社会基盤において飛躍的な進歩

をとげ､衛星画像も手軽にパソコンで取扱える

時代になりましたが､地球の環境や資源の問題

は依然として残されており､まだまだするべき

仕事はあるのですが､この点は後進の活躍に期

待するところであります｡

岩手大学在職中､充実した日々を送ることが

できたことには､学生諸君を含めて研究室のス

タッフの献身的な協力と学科･学部の諸兄のご

支援によるものであり､改めて深く感謝申し上

げます｡現在､私は研究室の知的資産をもとに

立ち上げた㈱ラングの経営に当たっており､研

究成果の社会還元を目ざして奮闘しておりま

す｡最後に皆様の健康と発展を祈念させて頂き

ますとともに､今後ともご指導ご鞭鍵の程よろ

しくお願いいたします｡
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在職41年の思い出

元情報システム工学科技術専門員　沼　田　徳　重
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会貞の皆様方益々ご

健勝のこととお慶び申

し上げます｡

私は､東京オリンピッ

クの年､昭和39年3月

16日付けで岩手大学工

学部電気工学科に採用

になりました｡当時､

電気工学科にはA､ B､ Cの3コースがあり､

Cコースの入江･太田原研究室の所属になり､

教育･研究に関する技術的な支援を行いました｡

大田原先生は主に分布定数形変成器の広帯域

化に関する研究をしていました｡私は､ VHF

帯のTV放送に使用されていた変成器(エナメ

ル銅線またはホルマル銅線をスチロールボビン

に､使用する中心周波数の4分の1波長ほど巻

いたもの)を試作しアドミタンスブリッジと電

界強度測定器を用いてⅤ･S･W･R及び位相

並びに挿入損失を毎日のように広帯域化するた

めに測定を行っていました｡

また､理論計算は図表からsin( ♂ )･cos( ♂ )

などの倍を求め､タイガ一式手回し計算機を

駆使して行いました｡当時は現在のようなコン

ピュータ時代になるとは夢にも思いませんでし

た｡

vHF帯ともなれば線路長による位相の変化

が特性に大きく影響するため広帯域化がかなり

難しいものでした｡ある時､位相補償回路を取

り付けることを思いつき､実験を行いよい結果

を得ることができ｢広帯域化変成器の実験的検

討｣と題して昭和49年の電気関係学会東北支

部連合大会で初めて発表する機会を得ました｡

昭和50年頃には､大田原先生から研究課題

をもらい実験･研究に取り組みました｡昭

和52年頃には｢環境電磁工学EMC (Electro

Magnetic Compatibilty) ｣が重要視されて来た

のに伴い､都市電磁波雑音関係の測定に取り組

みました｡昭和53年から昭和54年にかけて､

この研究の一環として情報工学科の新築に伴い

建造物の高さの変化による電界強度を測定し理

論計算値と比較した結果を､東北支部連合大会

で発表しました｡この後､電子機器から発生す

る電磁波雑音及び都市電磁波雑音の測定･解析･

表示に関連する結果等について､学会等で発表

する機会を得ました｡

大田原研究室での一番の思い出は研究室の教

職員･学生の皆がドライブなどのアウトドアが

好きで昭和39年の10月に総勢10人で幌付の

トラックで十和田湖から男鹿半島のコースで

｢走行距離に対するガソリンの消費量について

という課題?｣でドライブに出かけました｡当

時の道路事情は舗装道路より砂利道がほとんど

でした｡当日はあいにくの雨降りで十和田湖か

らの帰り道発荷峠で対向車の観光バスを避けよ

うとして路肩崩れにあいトラックが10メート

ル位下まで転落し逆立ち仰向け状態で木の切り

株で止まり奇跡的にも数人がかすり傷程度で全

員無事に帰ることができました｡この事故以後

昭和39年10月の交通事故



も北三陸､南三陸､八幡平などと毎年のように

｢TV放送電波の山岳回折による受信電界強度

変化の調査｣と称して出かけました｡

また､電気電子工学科では学生と最大の交流

スポーツ行事として現在も続いている研究室対

抗ソフトボール大会を､昭和47年頃佐藤淳教

授と一緒に企画し､優勝カップを購入のためス

ポーツ店に行き一番大きなカップを買ったこと

が思い出されます｡

次に､科研費については､最初の3年間は採

択されなかったので申請をあきらめかけていま

したが､ 4年目の昭和62年に｢パーソナルコ

ンピュータを用いた雑音電界強度自動測定及び

表示法に関する研究｣が採択されました｡この

後､平成15年度までに合計7回採択され､私

個人として自由に研究ができ充実した数年でし

た｡

昭和43年に文部技官に任官されたときは､

文部技官のままで退職までと思っていました

が､技術職員の組織化が全国的に議論されるよ

うになり､岩手大学工学部でも平成4年12月

に教室系技術職員問題検討委貞会(最初の委員

長は太田原先生)が開催され､委員会の-委貞

として技術職員の組織化に取り組み､平成7年

4月には国立大学協会モデルによる組織化が岩

手大学工学部技術部として施行されました｡

平成10年には平山工学部長(現学長)のリー

ダーシップにより､技術職員の待遇改善､業務

などの明確化及び定員削減等を目的として､独

立活動する技術部組織として平成12年10月1

日に再編されました｡しかし､組織が独立した

とはいえ国立大学法人岩手大学の技術職貞とし

てどうあるべきかについて真剣に考えていくこ

とが急務となってきていると思います｡

最後に､ 41年間の長きに渡り大過なく過ご

し､無事定年退職を迎えたことが出来たのは､

太田原先生､三浦守先生､厚井先生をはじめ､

電気電子工学科並びに情報システム工学科の教

職員の皆様､卒業生の皆様の暖かいご指導､ご

支援のおかげだと思っております｡本当にあり

がとうございました｡

TV放送波の測定風景(昭和49年)

TV放送波の測定風景(平成元年)
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一草刈賞-

｢草刈賞｣選考要項
平成16年1月7日制定

工学部学科長会議承認

1.趣　旨

盛岡工業高等学校(岩手大学の前身)電気科教授･初代科長､岩手大学工学部教授及び第4代､
第7代工学部長として岩手大学の発展に貢献された草刈遜先生のご生誕100周年を記念して､草刈
先生ご生誕100周年記念事業実行委員会からの寄附により､工学部に｢草刈賞｣を設置する｡
2.日　的

草刈先生の教えを後世に伝えるとともに､意欲的な学生生活を送った者を表彰し､その栄誉を讃
えることを目的とする｡
3.表彰対象者
表彰対象者は､工学部電気電子工学科及び情報システム工学科(以下｢両学科｣という｡)を卒
業予定の学生のうち､学生の模範となる学生生活あるいは後輩の目標となる学生生活を送った者で､
原則として両学科各3名以内とする｡
4.選　考

(1)受賞候補者選考のため､ ｢草刈賞｣選考委員会(以下｢選考委員会｣という｡)を置く｡
(2)選考委員会は､両学科の学科長､両学科から選出された教員各1名及び電気電子情報科会から
選出された者2名の計6名で構成する｡
5.受賞候補者の推薦
両学科の学科長は､受賞候補者を推薦理由書を付して選考委員会に提出する｡
6.選考結果
選考委員会は､選考結果を学部長に報告する｡
7.表　彰

受賞者には､表彰状及びメダルを贈呈する｡
8.表彰の時期
受賞者の表彰は､原則として卒業式当日に行なう｡
9.その他

本要項に定めるもののほか､実施に関して必要な事項は､別に定める｡
附　則

本要項は､平成16年1月7日から施行し､平成15年度卒業生から適用する｡

草刈メダルと賞状

会貞の希望により通し番号のないメダルを用意しました○ 

1個6,000円です○購入希望の方は事務局まで 
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第2回草刈賞受賞者の紹介

第2回草刈賞受賞者は下記の通り(メダル番号､受賞者氏名､受賞理由の順)｡平成16年度表彰の

メダル刻印番号は006-009です｡メダル刻印番号は､次年度以降への続き番号となります｡

(平成17年1月28日選考委員会決定､平成17年2月8日付で選考委員会報告書を工学部長に提出､

平成17年3月23日工学部長名で草刈賞授与)

≪電気電子工学科≫

006阿部雅浩(あべ　まさひろ) ;エネルギー問題や環境問題に興味があり､関連する会議やフォーラ

ムに数多く参加｡さらに､自主的に企業との対談や見学会を企画し､級友を誘って実行した｡その企

画力と行動力は高く評価出来る｡学習面でも意欲的で自主性があり､与えられた課題以上の目標を設

定し､地道に努力をする姿勢は他の学生の模範である｡ワンダーフォーゲル部に属し､ 3年次からは

キャプテンとして活躍｡生活面でも､誠実で礼儀正しく､まれにみる好青年である｡電源開発㈱に自

由応募で合格､将来への期待が大きい｡

007高橋拓未(たかはし　たくみ) ;大学の演劇部に所属後､ 3年次後半から社会人劇団の要請で入団｡

専門分野の知識をフル活用して劇団の音響一切を担当｡ "盛岡劇場"と"プラザおでって"にお

ける5回の公演では一人でその重責を果した｡東京工業大学総合理工学研究科知能システム科学専攻

に合格｡課題解決のための積極的な研究姿勢と､課題を短期間で習得する能力を有する｡嫌われがち

な清掃作業も進んで行う｡礼儀正しく､人格的にも申し分ない｡積極的姿勢で社会と関わり､自ら進

路を切り開く青年の今後の活躍に期待したい｡

008菅原　潤(すがわら　じゅん) ;勉学-の興味と社会的関心を併せ持つ学生である｡学内のボラン

ティアサークル｢朔風｣に所属｡平成16年の｢新潟県中越地震｣では､地震発生直後の6日間､卒

業研究で多忙な時期を割いて､サークルの後輩と二人で､新潟県魚沼郡川口町のボランティアセンター

に入り､ゴミ回収やトイレ掃除などに従事した｡研究面でも､与えられた課題以上に自ら目標を設定

して研究を進めている｡コンパの幹事を引き受けるなど､級友からも信頼が厚い｡岩手大学大学院に

推薦合格､将来の成長が楽しみである｡

≪情報システム工学科≫

009小野寺博晃(おのでら　ひろあき) ;全ての問題に前向きに取り組み､一生懸命に努力する姿勢

は､教員や学生の間でも定評がある｡大学の水泳部に所属し､部長時代には東北大会で入賞者6名を

輩出､全国大会では､入賞者1名を出す成果を上げた｡進路面では新設の本学大学院フロンティア独

立専攻を志す等､極めてチャレンジ精神に富んでいるが､当面､情報システム工学専攻博士前期課程

に進学すべく､勉学と卒業研究に全力で取り組んでいる｡水泳部員は勿論のこと､級友からの人望も

厚い｡

≪草刈賞選考委員会委員氏名≫

電気電子工学科月自棄安兵衛(学科長)､恒川佳隆(助教授)､

情報システム工学科;厚井裕司(学科長)､西山　清(教授)､

電気電子情報科会;佐々木喜八郎(会長)､大田原功(顧問)

(上記紹介文は平成17年2月現在のものです)

≪平成15年度受賞著名≫

001上和野大輔､ 002菊池孝信､ 003浮田定秀､ 004須藤功平､ 005劉路
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草刈賞を受賞して
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電気電子工学科　阿部雅浩

私は草刈賞受賞の知らせ

を受けたとき､とても名誉

ある賞への感激と自分でい
いのかといいう恐縮が混ざ

り合っていました｡

草刈先生のお話をはじめ
て聞いたとき､僕は草刈先

生の姿に憧れました｡草刈

先生のように､自分もなりたいと思いました｡

草刈先生の話を親や友達に話したりしまし
た｡ある時､当時付き合っていた彼女から勤務

先の病院でうまくコミュニケーションをとれな

い岩大出身の高齢の患者さんがいると言われ

たことがありました｡そこで､草刈先生のこと

を聞いてみたらどうかと提案してみました｡し

ばらくして彼女から､その患者さんとコミュニ

ケーションが取れるようになったという話を聞

きました｡世代を越えて共通の話題になる草刈

先生は､偉大だなと実感しました｡
いま自分は電力供給の仕事に就いています｡

電気電子工学科　高橋拓未

草刈賞一大学生活を非常

に充実して過ごしたと認定

さされた者に贈られる賞｡

今回このような賞を頂けた
ことを私は一生涯誇りに思

います｡

私の四年間の学部生活
は､私にとってそれまで生

きてきた中でもっとも自己成長が出来た時間で

した｡勉学では東京工業大学大学院に合格し､

課外活動では優秀な-音響人として盛岡演劇界

から一目置かれる存在となりました｡

私の座右の銘は､ユーモアや感性といったそ

の人にしか持ち得ないオリジナリティー､アイ

デンティティを持ち､育て､それらを自己の知

識と織り交ぜることにより､論理的で客観的､

時には窓意的で感情的な独創性を表現する能力

時にはツナギを着て､抽まみれ挨まみれになり

ながら発電設備と格闘するときもあります｡大

学を卒業したものの､現場ではまだまだ実力が

足りません｡自分の未熟さを痛感して凹むとき

もあります｡でも夜景を見ると｢自分もこの明

かりの一部に携わっているのだな｣と仕事に対

する誇りが沸いてきます｡口調は厳しくても温

かく教えてくださる先輩方に恵まれ､ ｢失敗も

勉強だ｣と見守られながら仕事を覚えています｡

今の自分があるのは岩手大学で学生生活を送

ることができたからであって､とてもよかった

と思うし感謝しています｡

温かく見守ってくれた先生方や先輩方には深く

感謝しています｡

いつかは一人前になって､草刈先生のような

大きな視野で社会の役に･故郷の役に立てるよ

うになりたいと思います｡電気技術者として･

世界で通用するエンジニアとして社会の役に立

てることを夢に抱きながら､コンセントの奥で

私は今日も働いています｡

のある人問になることです｡

人は非エルゴ-ト的な生き物だし､刻々と時

間が駆け足で過ぎていく中､決断した行動が自

分にとって真の最適解であるかどうかは､その

時そこに生き､行動している本人には見えない

ものです｡重要なのは､それがたとえどんな結

果に終わったとしても､後悔しないように常に

努力し続けることなのです｡このスタンスを一

生涯貫き通していきたいです｡

類まれな怠け者の私が四年間努力を継続する
ことが出来たのは､大坊先生をはじめ､他大学

院へ進学する親不孝を許容し､暖かく励まし支

えてくださった電気電子工学科の先生方､夜が

明けるまで愚痴に付き合ってくれ､また深い心

の共感を持って語り合った成田氏､私をここま

で育ててくれた両親のおかげです｡この場を借

りて感謝の意を表します｡



電気電子工学科　菅原　潤

自分の4年間の活動に対

して､草刈賞という形で評

価をしていただいたこと

に､とまどいながらも感激

しております｡今回は二受

賞するきっかけとなった新

潟中越地震のボランティア

について少々触れたいと思

います｡

新潟に行くきっかけは､だれかの役に立ちた

い､その思い･信念一つでした｡長い道のりを

経て､新潟に入ると多くの倒壊した家屋があり､

その光景は今でも忘れられません｡
一言でボランティアと言っても､その範囲は

とても広く､自分はボランティア本部のトイレ

清掃､ゴミの分別を仕事としました｡この仕事

情報システム工学科　小野寺博晃

草刈賞をいただいてか

ら早いもので一年が経と

うとしています｡受賞前後

で私の中で最も変化した

ことは自分に自信が持て

るようになったことで､学

業､部活動により活発的に

活動させていただいてお

ります｡

まず学業ですが､新しい研究を始めました｡

樹木診断において根の診断は直接掘って見るし

か方法がなく､効率的な診断が求められていま

す｡そこで音響を用いて根の構造を調査する方

法について研究しております｡私は環境問題に

興味があったため､それに携わるような研究を

したいと考えておりました｡自分で考案した研

究ですので､非常に高いモチベーションを持っ

て研究に取り組んでおります｡卒業までに土
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は､ボランティアのためのボランティアであり､

裏仕事でしたが､ボランティア活動を円滑に進

めるためには必要不可欠な仕事でした｡

このボランティア活動を通じて､強く感じた

ことは､人は一人では無力に等しく､他の協力

なくしては存在できない､ということです｡こ

れは､仕事をするうえでも､日常生活を送るう

えでも当てはまることだと思います｡このこと

を､世界中の人たちが考えることができたら､

どんな災害も乗り越えていけると､そう思いま

す｡

話が､飛躍してしまいましたが､最後に､こ

れからも多岐にわたり活動を続けていきたいと

思いますので､何卒ご指導ご鞭連のほど､よろ

しくお願いします｡

中の根の一端でも発見できればと考えておりま

す｡

また､部活動においても週4日のペースで､

練習に励んでおり､泳力向上に努めております｡

学部在籍の頃より厳しい練習に取り組んでいる

せいか､体重が4キロも軽くなり､去年行われ

た大会では2年ぶりに自己ベストを更新できま

した｡正月実家に帰ると､あまりにスリムになっ

た私を見た親戚は一様に体調を心配してきまし

た｡就職活動もあるので､しばらくは練習を抑

えようと思いますが､更に自己ベストを更新で

きるよう励んでいく所存であります｡

草刈賞の受賞は私に更なる向上を目指させる

刺激になっております｡せっかく名誉ある賞を

頂いたのですから､母校の発展に学業､部活動

を通じて少しでも貢献できればと考えておりま

す｡



一佐藤淳先生｢端宝中綬章｣叙勲一

叙勲の栄に浴して

あれは平成16年も11月の末の頃でした｡｢岩

手大学から電話｣という家内の言葉に急いで電
話を取ったところ､ ｢来年の春の勲章に､私を

推薦したいが如何｣という問い合わせでした｡

｢いよいよそんな時になったのか｣と思うと同

時に頭を過ったのは｢岩手大学二代目学長の樋
口盛-先生は､勲章を辞退された｣というこ

とでした｡構造力学の権威で､東北大学の工学

部長の重責を果された後､草刈先生をはじめと

する多くの方々の要請により､創設間もない岩

手大学に来任され､三代目工学部長そして二代
目学長として岩手大学の発展に尽くされた樋口

先生ほどの方が辞退されたものを､私如きが頂
いてよいのかという思いでした｡ ｢もし宜しけ

れば推薦させて頂き度い｣という言葉に､今こ

んな私を推薦して下さっている方がおられるこ

と､この私を受け容れ､これまで支え助けて下

さった多くの方々のことが心に浮かび､ ｢これ

はおことわりしてはいけないのだ､心から感謝

してお受けしなければならないものなのだ｣と
いう思いが湧き上がってきました｡そして｢推

薦して頂けました事を本当に有難く光栄に存じ
ます｡宜しくお願い致します｣とお答え申し上

げた次第でした｡
12月に入り冬空に小雪が舞っている日でし

た｡大学からまた電話があり､ ｢戸籍抄本が必

要｣とのことでした｡早速市役所に行き入手､

郵送致しました｡その折､ ｢やがて書類を提出

してもらうことになる｣とのお話しがありまし

た｡私に関する業績調書は､研究室の山田弘先

生が私の退職後程なく作成して大学に提出して

下さっておりましたので､ ｢書類とはどんな書

類なのかな｣などと思い乍ら､その到着を心待

ちにしておりました｡

しかしその｢書類｣は年が明けて1月の末に

なってもまだ送られて参りませんでした｡その

｢書類｣は多分､推薦された叙勲候補者の叙勲
の可否を審査するため必要な書類なのだろうと

勝手に思い込んでおりましたので､ ｢やはり私

は叙勲には相応しくないのだろうな｣などとい

う思いも心に浮かんだり致しました｡ ｢私如き
は推薦して頂けただけで幸せ｡叙勲の栄に与れ
たら与れたで喜べばいいし､与れなくともそれ
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佐　藤　　　浮

はそれで可｣などと思う一方｢与れないとした

ら､それはやはり一寸淋しいだろうな｣などと

いう思いも心の片隅に浮かんだり消えたりもし

ました｡

そんなある日､ 2月も末の頃､暫く振りに大

学から電話があり､ ｢叙勲が内定した｡正式な

通知は3月に入ってから本省から直接郵送され
る｡公示は4月29日新聞紙上で｡それまでは内々

に留め置くよう｣との事でした｡ ｢書類｣の提

出のことかと思って電話にでましたのに内定の

知らせでしたので､一瞬｢エツ｣と驚くと同時

に､心の緊張がホッとゆるんだことを今も懐か

しく思い出すことができます｡叙勲の栄に与れ

ないとしてもそれはそれで当り前と思っており

ましたので､この電話は本当に嬉しく有難く存

じました｡

正式な通知は3月20日､速達便で届きまし

た｡日付は19日でした｡その通知には､公示

は4月29日新聞紙上で行われること､伝達式

は5月23日月曜日東京港区芝公園の東京プリ
ンスホテルパークタワーで11時30分から挙行

されること､その後皇居に参内し､天皇陛下に

拝謁の由などが記されておりました｡そしてこ
の通知書に添えて､当日の諸行事-の出欠の有

無の調査書が入っておりました｡岩手大学の電

ご挨拶をしている佐藤先生



話にありました｢書類｣とはこれだったのだな
と納得した次第でした｡家内同伴で出席する旨､

早速返事致しました｡
それから後公示までの一ケ月余り､更に5月

23日の伝達式当日までの約二ケ月の時間の､

それはそれは長かったこと!　たまたまその頃

風邪をひいてしまい､その後微熱が中々とれな

くて体調の恢復が必ずしも順調でなかったこと

もあり､ ｢もし伝達式に出席できなくなったら｣

と健康に対する不安や､不断ならほとんど意

識にも上らないようなことへの取り越し苦労が

次々と心を襲い､それがかなりのプレッシャー

となりました｡その上5月23日という日は､

我が家のある記念日となっており､その日を勲

記と勲章の拝受で祝わせて頂けることになりま
したことを本当に有難いことと感謝しておりま

したので､ ｢もし出席できなくなったら｣とい

う不安は､それだけ余分に大きなストレスとな

りました｡このストレスは私ばかりでなく､叙

勲された方のかなりの人が受けているというこ
とを後で伺いました｡正式な通知から勲記等の

伝達当日まで余りにも長すぎるというのが私の

実感でした｡そして叙勲の栄に浴するためには
こういうストレスに耐えることも必要なのだな

と思いました｡先にある喜びが大きければ大き
い程､その前にある苦労の大きいのも当然であ

ろうと思った次第です｡

4月29日公示の日の朝､まだ布団の中で惰

眠をむさぼっておりました私は､東京からの電

話で起こされました｡電気工学科の旧職員で昭

和33年東北大学に移られ､停年退官後今は東
京の東久留米市にお住まいの上田幸作さんから
で､ ｢新聞で見た｡おめでとうございます｣と

のお祝いでした｡新聞を見たら私の名前が確か

にのっておりました｡そして間もなく､滋賀の

江尻弘道さん(電気37年率)から祝電が届き
ました｡これを皮切りに多くの方々から祝辞や

お祝いを頂き､叙勲に与るとはこういうことな

のかと心から有難いことと思いました｡本当に

身に余る思いでした｡

5月23日は10時半頃パークタワーに参りま

した｡ 10時受付開始､ 11時10分迄に会場に入

ること､と通知にあったからです｡そしたら

何とタワーの入口に､電気37年卒の柴田隆昭
さんが私達を待ってそこに立っているではあり

ませんか｡全く予期しておりませんでしたので

びっくりすると同時に心から嬉しく有り難く存

じました｡柴田さんは既に会場での私達の席も

確かめて下さっており､そこに私達を案内して

下さいました｡当日写真を撮ることはできない

だろうと思い､カメラを持参しなかった私達の

晴れ姿を､柴田さんはディジタルカメラに収め

て下さいました｡当日の最高の記念になりまし

た｡

伝達式のあと､バスで皇居に参内､天皇陛下
から直接ねぎらいのお言葉を頂きました｡あの､
この上ないやさしいお笑顔､あのお声､私には

殊の他に感激の一時でした｡
こうして勲記と勲章を頂き､ 24日帰盛致し

ました｡大きな仕事を成し遂げた後の､あの安

堵感をしみじみ味わわせて頂きました｡

私がこうして叙勲の栄に与らせて頂けました
のは､偏に草刈先生はじめ皆様のお蔭と存じて

おります｡そしてこの事は､あの時､草刈先生

が私に｢佐藤君､盛岡に来ませんか｣と直接お

声をおかけ下さったことから始まりました｡

何かを勉強し､自分の理解したことを人に伝
えることに無上の喜びを感ずる私でした｡こん

な私の盛岡行きを､尊敬する先輩菊地正先生は

多いにすすめて下さいました｡しかし母は､私
の盛岡行きには大反対でした｡もともと私が医

者になることを望んでいた母は､それまでも何

度も医学部に再進学することを望んでおりまし
たが､これを機会に医の道に入ることを更に強

く希望しました｡しかし私は母の希望に背き

期待に反き盛岡に参りました｡ ｢孝は百行の本｣
と申します｡親の希望に背き孝行も尽くせぬ人

間に何程のことができたでしょうか｡一事が万

事｡皆様にとって大切な休憩時間を休ませもせ

ず講義を続けたり､夜さらには日曜にも補講を
させて貰ったりもしました｡あれを思いこれを

思いますとき､まさに｢嗣天蹄地｣の思いです｡

それにつけてもこんな私がこの度叙勲の栄に与
らせて頂けました事は､どんなに感謝しても感

謝し切れぬ思いでおります｡そしてそのような

巡り合わせに与らせて頂けました事を､本当に

不思議そして有難いことと存じております｡今

後は私の人生の途上積み重ねて参りました｢負
債の山｣を､たとえ少しなりとも返済するよう

努力しなければと切に思っております｡たとえ

間に合わないとしても｡せめて笑顔の挨拶だけ
でも｡

11月12日お贈り頂いた記念品代は､前から

欲しかったモーツアルトCD集にさせて頂きま

す｡本当に有難うございました｡
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電気電子工学科の近況

電気電子工学科　学科長･専攻長　藤原民也

会員の皆様にはますますご清栄のこととお慶

び申し上げます｡ご承知のように､昨年4月に

国立大学が法人化されて､今年で2年目です｡

当初大学内部の私たちにも見えづらかった変化

やその影響が次第にはっきりしてきました｡大

学は自ら定めた目標･計画を達成するため様々

な取り組みや努力が必要となりました｡大学の

運営･経営における自由度が高くなった代わり

に､学外からの評価や意見を受ける機会が多

くなり､大学はその対応に追われて､私どもの

仕事量がますます増えているというのが実情で

す｡

さて､話題を学科に向けて電気電子工学科の

近況を紹介させて頂きます｡電気電子工学科は､

電子デバイス工学講座､電子システム工学講座､

電気エネルギー工学講座の3講座で教育･研究

を行っています｡昨年4月にフロンティア材料

機能工学専攻に移られた馬場先守生と西館数芽

先生も引き続き､本学科の学部講義や卒業研究

を担当されております｡教員の異動では､橋本

健男先生が転出されました｡新しい勤務先は

㈱日本製鋼所で､現在広島の研究所で研究活動

を続けております｡橋本先生は当学科の卒業生

であり､教育者として､そして大学の先輩とし

て学生には情熱溢れる指導をすることで高い評

価を得ておりました｡このような先生が転出さ

れることは大学として大変な痛手です｡これま

でのご尽力に感謝するとともに､これからのご

活躍を祈念申し上げます｡

研究活動では､柏葉安兵衛先生の研究成果が

最近報道に大きく取り上げられました｡酸化亜

鉛単結晶を基板とした酸化亜鉛系青色､紫外線

発光ダイオード(LED)の開発に成功したこと

です｡安価な酸化亜鉛は次世代LED素材とし
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て世界中から注目されていますが､基板も半導

体の膜も酸化亜鉛でできた青色､紫外線LED

は初めてのものです｡さらに装置が簡単で低コ

ストで作れるのが特徴であります｡この報道は､

地元の新聞はもとより全国紙にも大きく報じら

れました｡電気電子工学科として大変喜ばしく､

誇らしいことです｡次に21世紀COEプログラ

ムに関わる研究について紹介いたします｡これ

は､我が国の大学が世界トップレベルの大学と

伍して教育及び研究活動を行っていくことを目

的として､平成13年度から措置された｢研究

拠点形成費補助金｣です｡この対象となるもの

は､当該分野において､非常に優れた成果を挙

げ､将来の発展性もあり､高度な研究教育拠点

の形成が期待できるものとされております｡岩

手大学では農学部上村松生先生の研究プロジェ

クトがこれに採択されており､電気電子工学科

の長田洋先生がその事業担当者の一人になっ

ております｡長田先生は､ ｢植物の熱制御シス

テムー植物発熱システムの工学的解析｣をプロ

ジェクトの研究テーマとしており､COEフォー

ラムやCOEシンポジウムなどを企画しながら､

事業に活発に取り組んでおります｡また､今年

度は電気関係学会東北支部連合大会が岩手大学

で開催されました｡同大会が岩手大学で開催さ

れるのは､ちょうど十年ぶりのことです｡相葉

安兵衛先生を現地実行委員長に､電気電子工学

科と情報システム工学科の教職員を中心とした

現地実行委員会を組織し､準備と開催にあたり

ました｡支部の大会ではありますが､ 7学会の

連合大会であることから多数の参加者が予想さ

れました｡このため会場は教室をまとめて多く

確保できる学生教育センターとしました｡開催

期間8月25日-26日の2日間で､発表論文数



346件､参加者約1000名と大変盛況で成功裏

に終えることができました｡

次に､教育活動をご報告致します｡本学科は､

デジタル革命やグローバリゼーションに対応し

て｢もの作りが出来､デジタルが分かる人材｣

の養成を目指して､カリキュラムを拡充しまし

た｡実験実習には集積回路VLSIの設計･試作

を導入して､学生に高度な実践能力を養うため

の教育プログラムを用意しました｡また､最近

では人とのコミュケ-シヨンを図ることも重要

な課題になっております｡そこで学科では一

年生の宿泊研修を企画しました｡新入生と教員

とがいっしょに宿泊して､物造りをしたり､討

論したり､スポーツをしながら学生間にコミュ

ニケーションの輪を広げさせることがねらいで

す｡初夏7月初め､引率スタッフとして1年担

任の田山典男先生他教員5名と大学院生2名が

国立岩手山青年の家で本研修を実施しました｡

物造りには､ ｢鉱石ラジオの製作｣､ ｢蓄音機の

製作｣､ ｢蒸気エンジンの製作｣をテーマに選び

ました｡学生たちは初め慣れない手つきでルー

プアンテナを巻いたり､スピーカーを組み立て

たり､アルコールで蒸気を発生させておりまし

たが､最終的には各自それぞれの目標を達成さ

せました｡続いて当学科教員の｢エネルギー教

育調査普及事業｣ -の取り組みを紹介いたしま

す｡これは経済産業省資源エネルギー庁の委託

事業ですが､今年度から3年間の予定で岩手大

学が地域拠点大学に採択されました｡さっそく

岩手県内にネットワークを組織して取り組みを

開始しました｡ネットワークは高木浩一先生を

中心として､当学科の有志教員と学生､岩手県

や市町村の教育委員会､県内の市町村､県内の

小学･中学･高校､県内企業などで組織されて

おります｡環境やエネルギーに関する体験や実

演を通して､地域の子供たちの啓発と育成に一

生懸命取り組んでおります｡

最近の電気電子工学科および電気電子工学専

攻を卒業(修了)後の進路状況について述べま

す｡学部の入学定員は60名ですが､ここ数年

高専から10名程度が編入学しております｡約

70名の卒業者のうち半数以上が大学院博士前

期課程に進学しております｡このような当学科

の高い大学院進学率を反映して､大学では電気

電子工学専攻の定員増を検討する動きもありま

す｡気になる就職状況ですが､お蔭様で内定率

はほぼ100%に達しております｡また､求人の

ために来訪する企業数も相変わらず多く､工学

部全体でみても際立って多いという状況です｡

このことから産業界における本学の電気電子工

学科および電気電子専攻の卒業生への期待の高

さを感じております｡就職先も電気総合メー

カー､電力事業､電子デバイス製造､通信事業､

ソフト開発､テレビ放送事業､自動車関係など

広範囲です｡

さて､会員の皆さまには大変嬉しいお話です｡

もうすでに多くの方々はご存じのことと思われ

ますが､岩手大学名誉教授の佐藤淳先生が平

成17年5月の春の叙勲において｢瑞宝中綬章｣

を受賞されました｡学生時代にお教えを戴いた

皆さまや同じ職場に勤務できた教職員にとりま

して大きな喜びであります｡祝賀会が平成17

年11月12日東京で行われ､お教えを戴いた方々

が北海道から滋賀県までの遠方各地から多数集

まって先生をお祝い申し上げました｡佐藤淳先

生にはご壮健でこれからもご活躍されますこと

を祈り申し上げます｡

大学を取り巻く環境は年々厳しくなっており

ますが､これからも社会が求める優秀な人材を

輩出するよう教職員一同いっそう努力して参る

所存です｡先輩諸兄の皆様には､今後ともご支

援とご指導をよろしくお願い申し上げます｡

最後に会貞の皆様方のご健勝とご活躍をお祈

り申し上げます｡
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情報システム工学科の近況

情報システム工学科　学科長･専攻長　安倍　正人

電気電子情報科会会員の皆様にはご健勝のこ

ととお慶び申し上げます｡平成17年度におけ

る情報システム工学科の近況をいくつかの観点

からご報告し､同窓の皆様のますますのご支援

をお願い申し上げます｡

●学科の構成貞

全体の構成貞については､以下をご覧くださ

い｡

http://www.cis.iwate-u. ac.jp/guide/d e p ar tm e n t /

course.html

平成17年度には実質的な構成員の変動はあり

ませんでした｡しかし､教務職員1名の走貞

の助手1名-の振り替えが認められ､また平成

16年度末で退職された千葉史　助手の後任の

採用が認められましたので､現在､合わせて助

手2名の選考が行われており､そのうち1名は

西山教授と研究グループを構成する予定で､も

う1名は千葉教授と研究グループを構成する予

定です｡

●教育･研究活動

2005年7月7日に公表された､株式会社三

菱総合研究所および学校法人河合塾が､経済産

業省の委託により実施した｢大学活動評価結果｣

(試行)において､本情報システム工学科は高

い評価を得ました｡下記を参照してください｡

http : / /www.univinfo.jp /ratlng/

http://www.univinfo.jp/rating/list.php? gra-ph

p?gra- 1&瓜ag-g&id-792

時代の要請に応えるために､今年度から厚井

教授と鈴木助教授により､実践的なネットワー

ク演習のための実験が正式に開始されました｡

具体的には､ (1)データリンク層､ (2)I P層､

(3)アプリケーションの3回にわたって､ PC

UNIXのインストールから始まってWebサー

バー構築までの高度な技を習得できる構成と

なっています｡

若手教員も多くなり､年々研究活動も活発化

しております｡ここ5年では､教員-人当たり

毎年1編以上の学術論文を公表しているペース

で成果が出ております｡また､関連して国際会

議発表数も増加してきております｡

科学技術振興機構の平成17年度｢シーズ育

成試験｣に情報システム工学科からは厚井教授

の｢未知コンピュータウィルスフィルタの開発

と応用｣と青森助教授の｢超高精度大面積表面

形状測定システムの開発｣の2件が採択されま

した｡前者はペイジアンフィルタを用いて､イ

ンターネットから大量に到着する実行ファイル

の中から未知のウイルスを特定する研究を行う

ものです｡後者は大口径単結晶基板､ Ⅹ線鏡､

大型液晶基板に代表される数十cm～ 1m以上

の平板の微少変位をサブナノメートルの精度で

測定するシステムの開発研究を行うものです｡

また､厚井教授は､いわざんフロンティアファ

ンドとインテリジェント･コスモス研究機構か

らもプロジェクト資金を獲得しています｡さら

に､安倍らの開発研究している｢脳血管異常の

非侵嚢的診断法｣は経済産業省の2005年度｢地

域新規産業創造技術開発費補助金｣対象事業と

して採択されました｡

二万､学生のほうでも､顕著な成果が得られ

ております｡情報システム工学専攻博士前期課

程2年の須藤功平君のプロジェクトが､アメリ

カのGoogle社が全世界の学生を対象にオープ

ンソースソフトウェア開発者を発掘するために

開催した｢Google Summer of Code｣において､

全世界からの応募約8,700件から採択された

410件の一つに採択されました｡ (採択された

内､日本人は3名だけでその中の一人に入ると

いう快挙を成し遂げました｡)このコンテスト
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は､オープンソースソフトウェアの開発支援団

体の支援を受けて今年の5月に発表されたもの

で､その支援団体が指定したアイデアに基づい

た開発プロジェクトを6月14日までにGoogle

社に提案し､採択されれば9月1日までにプロ

ジェクトを完成することが求められ､今回､見

事に最終審査に合格したものです｡今回のコ

ンテストは､英語での応募､打ち合わせなど海

外の人々とのやりとりをしながらひとつのプロ

ジェクトを完成させた点でも､賞賛に値するも

のです｡詳しくは下記をご覧ください｡

http://code.google.com/summerofcode.html

また､博士後期課程の金野哲士君は電気関

係学会東北支部連合大会Student Sessionで

の発表に対して､ IEEE Sendai Sectionから

STUDENT AWARD : ｢THE BEST PAPER

pRIZE｣を受賞しました｡

●国際貢献･交流

･4月より6ケ月間､中国の西安科技大学李占

利教授を客員研究員として受け入れました｡

･5月の1ケ月間､学部間学術交流協定ならび

にTJTTP (ThailandJapan Technology

Transfer Project)の一環として､チュラロ

ンコン大学理学部より､ Suchada助教授と

Rajalida講師､および博士課程の学生1名を

訪問研究員として受け入れました｡

･8月の1週間､学部間学術交流協定ならびに

TJTTP (Thailand-JapanTeclmology Transfer

project)の一環として､チュラロンコン大学

AVIC (Advanced Virtual and Intelligent

Computing)センター主催のWorkshopAVIC

2005に､千葉教授と藤本助教授が招碑され

CGに関する講演をしました｡

･9月の1週間､中国の西北農林科技大学に､

千葉教授と藤本助教授が招碑され､植物の

CGに関する特別講義を行いました｡

●社会貢献

高校に出かけ､おもに情報工学と教員の研究

分野を高校生にじかに紹介する｢出前講義｣も

年々多く依頼されるようになって来ました｡今

年度は､木村講師が岩手県立宮古高等学校と岩

手県立岩谷堂高等学校に｢コンピュータと画像

処理｣と題して出前講義を行いました｡また､

千葉教授が福島県橘高校に｢情報システム工学

-メディアシステム学とCGを中心として-｣

という題目で､また秋田県立大館鳳鳴高校には

｢情報システム工学とCG研究｣と題して出前

講義を行いました｡さらに千葉教授は､岩手県

教育委員会主催､岩手大学開催の平成17年度

高大連携｢ウインター･セッション｣において､

｢cG研究-これまでの成果とこれからの夢-｣

と題して話をしました｡

一方､一般社会人向けに工学部が毎年開催し

ている｢公開講座｣は今年情報システム工学

科の順番にあたり､平成17年8月に二戸市で､

11月には釜石市で｢情報技術が切り拓く新し

い世界｣と題して､厚井教授､李助教授､三輪

助教授の3名がそれぞれ

1)インターネットとセキュリティ

2)ロボット

3)e-ラーニング

について､情報科学の基礎知識や今後情報技術

がもたらすであろう功罪についてわかりやすく

解説しました｡

●今後の動向について

平成17年度末に情報システム工学科の教育

用電子計算機システムが更新されます｡新シス

テムは2TBのファイルサーバと120台のディ

スクレスPCから構成され､ Linux､ Windows

をネットワークブートします｡また､講義の録

画･配信システム､ギガビットイーサネット､

無線LANなども導入され､充実した教育研究

環境が提供されます｡

当学科の就職率に関しては､最近の日本経済

と同様に多少の明るい兆しも見えてきました｡

教職員一同､これからも教育･研究に精一杯頑

張りますので､会貞の皆様には今後ともご指導

ご鞭漣をよろしくお願いいたします｡
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電気系学科の構成員名簿

電気電子工学科(学科長藤原民也教授) 劍�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩逢x怏+x��Gｹ�9�ﾈｻ8���

講座 ��Ykﾂ�氏名 俎Xﾜ��職名 倩�kﾂ�

電 仆8��ｻ8���ｻ8��道上修 馬場守* 岡英夫 佗b�教授 教授 教授 佰ｨ鯖uH謦��ﾉ$ｩ�x裵���Gｹ�9�ﾂ�
千 劍岐�助教授 凭冦��8ﾔｲ�
デ 傚Xｻ8��西館数芽* ��
ノヾ 劍5b�助教授 ��69�ﾘ譴�

イ 俎X蹌�久保田賢二 *フロンティア材料 機能工学専攻所属 �5��
ス 工 劍6��8��講師 兌ﾘ�(ｴﾘ謦�

学 劍ｧr�助手 助手 助手 �:�圸dﾉ���(i$ｩ+ﾈ謦�ﾗ)m�4��

電 千 シ 仆8��ｻ8��相葉安兵衛 田山典男 �&ﾒ�Eﾂ�敬_揺 教授 �6驗�ﾔh躋��ﾈ�)�B�

ス 傚Xｻ8��恒川佳隆 �92��5��助教授 倅�h�y?��

フ一 ム 傚U�8��長田洋 �6��助教授 ��)�姐b�

工 傚Xｻ8���薰�大坊真洋' 佐藤宏明 �8��

学 劍ｧr�講師 冦��ｨ�)&｢�

電 仆8��藤原民也 �8��教授. ��ywI�Yl��
気 仆8��山田弘 �6b�42�助教授 俑�nﾈﾕx�2�
エ ネ 傚Xｻ8��高木浩一 �4��助敦盛 凉ｸ覃ﾘB�

ル ギ 傚Xｻ8��旗福寛 �98�ﾂ�5��助教授 �:�gｹ(僣��

ー 工 傚X薰�成田晋也 �7G��8��助手 俚):��ﾒ�

学 傚X薰�向川政治 乂r�事務補佐員 佶ﾉ68-�*�.��

技 術 偃YD8ｵｨ���ｩnY�X蹴�益D8ｵｨ���ｩnY�X蹴�ｵｨ���ｩnY�X蹴�ｵｨ���ｩnY�X醜ｵｨ����ｩnY�X醜ｵｨ����ｩnY�X蹴�加藤昭二 板垣稔 菊地新司 千葉茂樹 太田康治 栗田宏明 亰｢����技術専門員 主任技術専門職員 技術専門職員 技術専門職員 ��ｩF靫h躋�ｶy68ﾏr��)YH��躋�=��ｹ�ﾉ;���

部 劔YB�技術専門職員 技術職貞 技術職員 僣ｸﾋIu(ﾘ�z"�汯譏+�+�*b�Y�ｩ�ﾒ�

-16-



《支部だより》

平成17年度仙台支部総会

仙台支部総会が平成17年7月16日(土) 18

時サンプラザ仙台にて実施されました｡

今年は支部総会に先立ち､佐藤利三郎相談

役(16専1)のご尽力により平山学長をお迎え

し｢岩手大学が目指す地域連携｣という講演会

を実施しました｡講演会は､ -祐会仙台支部の

22名の会員も聴講しました｡

講演会後の総会は､本部の佐々木会長､相葉

電気電子工学科教授を迎え､支部会員36名の

出席により開会し､斉藤支部長の挨拶､来賓で

ある相葉電気電子工学科長代理の挨拶ののち､

石川会計監事の会計報告と梅監事の監査報告が

あり､これを承認しました｡

引き続き佐藤雄一郎監事の司会により､斉藤

支部長の挨拶､佐々木会長の来賓挨拶があり､

今年めでたく米寿を迎えられた阿部源祐相談役

(16専1)の乾杯の発声により懇親会が開会さ

れました｡

懇親会には､講演会を聴講された-祐会の会

員も参加し､例年になく盛り上がりました｡懇

親会は､木村晃彦(H12電電)､湊幸江(H12

電電)､石倉麗子(旧姓宮城､ H13電電)､千葉
-舵(H14電電) 4名による万歳三唱でお開き

になりました｡

平成18年度仙台支部総会は､平成18年7月

22日(土)ハ-ネル仙台で実施します｡

佐藤雄一郎　田代良二　亀ヶ森恵治　佐々木良治　吉田浩士　阿部友則　湊　幸江　千葉一紀　大泉哲哉柏葉安弘　小山秀彦

電気33　電気55　機械Ⅱ45　　電気43　気子H09　情報Ho6　気子H12　気子H14　機械50　気子HO9　資貝61

佐藤栄司松岡俊司豊島義徳須田浩　中葦清五嶋達雄藤原昭二田中利光中村真史小原左武木村晃彦石川良雄久慈健一
土木HO8　電気35　資開59　土木52　専門23　専門23　専門23　電気53　電気Ho7　電気37　気子H12　電気43　鉱山32

小原四郎　浦田寛　伊藤彰八　干葉智行　池野九平　加藤乗穂　石倉麗子　金田博臣　熊谷修惜　小林業松

電気37　電気38　電気31電気28　専門18　専門25　気子H13　電気45　土木57　電気33

野坂武弘　梅　良之　岡本康之　斎藤健　佐々木書/W　平山健一　佐藤利三郎　阿部源祐　沼田尚人　鈴木辰三　柏葉安兵衛

電気43　電気42　電気38　電気38　　電気28　岩手大学学長　専門16　専門16　機械17　専門23　電気38

平成17年度岩手大学電気電子情報科会仙台支部総会
平成17年7月16日
仙台サンブラザ
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《支部だより》

平成17年度東京支部大会
東京支部長　揮　藤　隆　一

東京支部は2年に1

度大会を開催し､会員

との交流の機会の数少

なさが課題として挙げ

られます｡役員レベル

では時々集まってお

り､ -祐会の他支部と

の交流も行っておりま

すが､一般会員との接

点が少ないことは本来同窓会のあるべき姿とし

ては不足面であると反省しております｡東京支

部大会の出席者も減少傾向にあり､これは日頃

の活動が会員の皆様にとって満足の行かない現

れと思います｡一方で同期の人達だけで集まっ

て懇親している方々はたくさんおられます｡横

のつながりはあっても縦のつながりが少ないの

は支部運営の至らぬ点です｡東京支部規約にご

ざいますとおり､ ｢会員相互間の親睦､情報の

交換､相互援助等､会員の社会生活の公私にわ

たり､寄与することを目的として運営｣して行

く原点に立ち返るため､役員は徹底的に会員諸

氏のために奉仕する立場に立たなければならな

いと考えました｡会貞の皆様も世代によって仕

事に役立つ人脈を作りたいとか､旧交を暖め

たいとか､恩師に会いたいとか様々な動機で集

まってくるはずです｡私自身､過去同窓である

ことによって仕事上のピンチを救われたことを

契機として同窓会会合に参加し､活動を通じて

知り合える方々との交流が楽しくなったという

経緯があります｡

東京支部の現役員は団塊の世代前後で構成さ

れています｡前述の｢奉仕｣の立場に立てば､

同窓会での主流である年配の皆様のために立ち

回る身軽さとエネルギーが必要であり､同窓会

の中では若造である者どもが運営していくのが

良いのではとの過去経緯があったのかもしれま

せん｡まずは会員諸兄に情報を発信するために

支部のホームページを立ち上げ運用しておりま

す｡ -祐会本部や電気電子情報科会の活動紹介､

東京の他会への参加報告､大学の情報紹介､計

報の掲載などを行っておりますが､会員相互の

橋渡しの場としてはまだまだ機能しておりませ

ん｡仙台支部もホームページを開設しましたし

今後いっそうの充実を図っていく必要性を感じ

ます｡

平成17年は大会という公式行事ではなく会

員の皆様で気軽に懇親できて会費も安いという

集まりを企画しようと考えておりました｡その

ためには従来のように特定の企業に在職する会

員を頼りに人集めするのではなく､できるだけ

広い層に呼び掛けて行くための仕掛けが必要と

いうことで役員以外にも呼び掛けて集まって検

討いたしました｡その中で出た意見として､役

員はもっと増やして世代を広げるべきだという

ものがありました｡これはかつて行われていた

ことですが､なかなかうまく機能しなかったよ

うです｡また会場も霞ヶ関ビル･東海大学校友

会館は高いので､遜色ない他会場を探そうとの

意見もありました｡

そうこうしているうちに佐藤淳先生瑞宝中綬

章叙勲祝賀会を東京で開こうという話が持ち上

がり､有志ではあるが電気電子情報科会の会員

の集まりなので東京支部役員が事務局となって

行おうということになり､アルカディア市ヶ谷

を会場として開催されました｡これは大成功で

あったと思っておりますが､実はこの会がこれ

までの課題を一挙に解決するヒントを与えてく

れました｡発起人募集､世代を超えて参集､同

期内での参加勧誘､メール飛び交い､ホームペー

ジでの随時情報伝達､安価な会場費､高額の費

用をかけても恩師のために集まるモチベーショ

ン-同窓会の本質がここにあります｡これから

はこれをモデルとして活発な運営ができると確

信しましたのでどうぞご期待ください｡
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佐藤淳先生瑞宝中綬章叙勲祝賀会報告
揮　藤　隆　一

平成17年11月12日(土)東京の｢アルカディ

ア市ヶ谷｣で行われた叙勲祝賀会は､北海道か

ら滋賀県までの遠方各地から教え子が集い､大

盛況裡に終わりました｡佐藤先生も大変感激さ

れ､往時の熱弁蘇り､参加者一同楽しいひとと

きを過ごすことが出来ました｡先生は協賛頂き

ながら参加できなかった皆様にも是非御礼申し

上げたいと仰っておられました｡

発起人36名､盛岡と東京に事務局を置き､

科会のお金は支出せず皆様の協賛金で記念品を

含め賄いました｡祝賀会参加者は83名(電気

76名､電子6名､情報1名)､賛助金ご提供者

は教え子の大1回生(S28卒)以降で254名(電

気235名､電子19名)､それ以前の方1名､特

別会員(現旧教職員等) 10名､合計で265名､

さらに岩手大学機械工学科同窓生教職員ご-

同様よりお祝い金を頂戴致しました｡ 349名の

多数のご厚意に深く感謝申し上げます｡祝賀会

の模様や年次別状況はホームページをご覧下さ

い｡

http://iueeitokyo.hp.infoseek.co.jp/

案内は昭和28年卒の大学1回生から53年卒

までは電気､電子卒業会員全員､ 54年～平成4

年卒は電力講座出身者､教職員30名弱､計約

1,100名に出しました｡したがって3分の1以

上が協賛してくれたことになります｡年次別協

賛者の割合はトップが昭和38年卒で81% (ご

案内した方のうち8割以上が協賛した)､昭和

29年､ 34年卒が71%､ 35年卒69%､ 28年卒

67%と続き､電子工学科発足後の45年以降で

は47年卒がトップでした｡祝賀会参加者が多

かったのは38年卒8名を筆頭に34､ 39年が7

名､ 35､ 37年6名､ 47年5名の順でした｡今

回は言葉悪いですが佐藤先生をダシにして多年

次の卒業生が集まり交流を深めることができま

した｡何十年振りに同期と会えた､これを機会

に時々集まろうという年次もございました｡多

くの方から感謝の言葉を頂きました｡楽しい会

でした｡有難うございます｡

佐藤先生の挨拶を聞く参加者(平成17年11月12日　アルカディア市ヶ谷)
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《支部だより》

平成17年度盛岡支部総会
盛岡支部長　歳　弘　　　健

平成17年度の盛岡支部総会は､平成17年6月11日に本部総会に先立ち行われましたo元来盛岡

支部は本部の陰に隠れてあまり活躍することなく､従って会則もなかったのですが､今回新しく制定

し､役貞も正式に定めることで総会に提案し､次のとおり承認を得ました｡

今年度は体制を整えるべく専念し､事業等はその都度企画することにしました｡

盛岡支部新役員

支部長:歳　弘　　健(S33電気)

理　事:細　川　哲　男(S24電気)

理　事:八重樫　啓　一(S29電気)

理　事:及　川　二千朗(S38電気)

理　事:井　上　隆　志(S40電気)

理　事:塚　本　英　雄(S45電気)

会計監査:立　花　龍　一(S61情報)

相談役:高　木　三　郎(S17電気)

同　:佐々木　喜八郎(S28電気)

岩手大学電気電子情報科会盛岡支部会則

第1条　本会は岩手大学電気電子情報科会盛岡

支部と称する｡

第2条　本会は岩手県盛岡市､及びその近郊に

在住する会員の親睦を図ると共に､緊

密な連絡をとり､電気工学､電子工学､

情報工学に関する知識を交換する｡

第3条　本会に会計をおく｡会計の収支は毎年

4月末日において決算を行い､会計監

査を経て総会において報告し､承認を

うけるものとする｡

第4条　会議は総会､臨時総会及び役員会とす

る｡

総会は支部長が招集する｡

臨時総会は役員会において必要と認め

た時､支部長が招集する｡

役員会は必要に応じて支部長が招集す

る｡

第5条　本会に次の役員を置く｡

支部長1名　　正会員より選出す

る｡

理　　事　若干名　正会員より互選す

る｡

会計監査1名　　正会員より選出す

る｡

相談役　　　　　元支部長は終身相

談役として委嘱す

る｡

第6条　各役員の任期は1ヶ年とし再選出来る｡

改選は毎年総会において行なう｡

但し任期中欠員が出来た場合は役貞会

において選出し補充する｡

第7条　支部長は本会を代表し､会務を統括す

る｡

理事は本会の庶務を掌理する｡

会計監査は会計を監査する｡

会計担当理事は本会の会計を掌理し､

且つ金品物品の保管の責に任ずる｡

第8条　本会に幹事を置く｡

幹事は各卒業年次の会員相互の推薦に

より1名ないし2名を委嘱する｡

幹事は当該卒業年次の会員を取りまと

め､親睦と連絡の任にあたる｡

第9条　会則の変更は総会において過半数の賛

成が無ければ変更することが出来な

い｡

付　則　この会則は平成17年6月11日から施

行する｡
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平成17年度岩手大学電気電子情報科会総会

平成17年度岩手大学電気電子情報科会総会

は平成17年6月11日(土)盛岡市大沢川原の

国保会館において､佐々木会長はじめ37人の

出席で行われました｡

木村理事の司会で､会長挨拶のあと､情報シ

ステム工学科学科長代理の渡連孝志教授にご祝

辞をいただきました｡

その後､議長に井上隆志氏(電気40年卒)､

書記に久保田賢二氏(電気42年卒)と岡英夫

氏(電子院48年修)が選任され､議事は議長

の進行のもと､ほぼ原案通り承認､可決されま

した｡

役員選出で､元会長の山崎時男氏から相談役

を辞したい旨の申し出があり､やむを得ないと

のことで受け入れることに決定しました｡

続いて講演会が開催され､工学部電気電子工

学科長田助教授により｢21世紀COEプログ

ラム｣と題して､最新の研究の様子やこれから

のあり方について講演をいただきました｡

その後､懇親会に先立って､佐藤淳先生の｢瑞

宝中綬章｣叙勲に祝意を表して､佐々木会長の

先生のご紹介に続き､科会より花束と草刈メダ

ルを贈呈いたしました｡同時に草刈先生のご子

息である岡本仙台支部長に草刈メダルを贈呈い

たしました｡

先生はことのほか喜ばれて､その謝辞は､往

年の御講義を妨林とさせるものでした｡

懇親会は､まず､道上修電気電子工学科学科

長代理にご挨拶をいただき､その後､佐藤先生

へのお祝いの気持ちも含めて､旧交を温めなが

らとても和やかに行われました｡

来年の総会は東京が会場となります｡多数の

方が出席してくださるよう期待しております｡

4列日原糟歪)漕, (1st.&.5) (鷲敷昂　佐領賢夫　琵53気笥` (豊新) '*H措慕

3列目　神隆範　岡英夫　柏葉安兵衛　南幅留男　長岐芳郎　斎藤弘　岡本康之　小笠原義照　佐藤信　立花龍一
(H17電電) (S48子院4) (S38気11) (S45子1) (S34気7) (S34気7) (S38気11) (S22専6) (S57子13) (S61情8)

2列目　長田　洋　照井武彦　菊池昭雄　森川孝之　千葉智行　田山典男　太田圭一　歳弘　健　漂藤隆一　柳橋好子
(S62気35) (元教官) (S29気2) (S28気1) (S28気1) (S41気14) (S24専8) (S33気6) (S47気20) (S45子1)

l列日払岩　佐(ks2*8裏J.I,郎′j(ta海35β　佐覧)淳　雫墓室竿'q宇部'Ssf7-諺,琵潤
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平成17年度電気電子情報科会役員名簿

(平成18年1月1日現在)

役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�電話 ��

会長 俚(�盈旭ﾉJｩ��昭28(気1) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怩�019-654-1265 ��iD2�

副会長 // // 理事 // Jt/ /y /rJ // 理事.事務局 ��ｩwH��[ｨ���38(気11) �019-621｢6388 ��iD2�

南幅留男 鼎R育����岩手県工業技術センター ���蔦cィﾓ�33"�再任 

鳥谷部達雄 小野寺瑞穂 関享士郎 井上隆志 鉄b���2��#宙ｴ3"��3B斡3r��C�斡3�2��㈱アイシーエス ㈱ⅠBC岩手放送 ���蔦cS�ﾓ#c#b���蔦cCrﾓCs#r���蔦cc"ﾓ#��"���蔦c#2ﾓ3����再任 再任 再任 再任 

田山典男 鼎�斡3�B��岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c#�ﾓc3�"�新任 

塚本英雄 鼎R斡3�ｒ�㈱アイシーエ不 �����ｳcX6s#c#b�再任 

千葉則茂 鉄�斡3#2��岩手大学工学部情報システム工学科 ���蔦c#�ﾓcCcR�再任 

柳橋好子 鼎R育����岩手県地域婦人団体協議会 ���田Cふcc#��再任 

理事.事務局 �+y69vﾒ�62(気35) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怩�019-621-6381 俐ID2�

理事.事務局 冦��ｨ�)&｢�平3(情13) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYH�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩�蓼ｮ霽i�Xx｢�019-62ト6488 俐ID2�

理事.盛岡支部長 俐靫�"�33(気6) �019-663-1284 ��iD2�

理事.東京支部長 弍i:�{(爾�47(気20) �048-422-9201 ��iD2�

理事.仙台支部長 俤i:�ﾉ"�38(気11) ��Y��6I�ﾘﾔ鮎hx｢ﾒ�022-216-3111 ��iD2�

会計監査 // 顧問 // // 相談役(元会長) // // // // 亶��ﾉ?��y��38(気11) �?ｩgｸ岔�Y;倬hｼi&8ｮ(訷駟k���0197-65-5881 俐ID2�

旗福寛 佐藤淳 志田純一 佐々木.経夫 阿部源祐 佐藤源美 高木三郎 岡田整八 �3ｈｴ3����<�¥ｨ檍蹴��"ﾂ����b��｣����r��｣"���r��｣"���ｉ�｣2��岩手大学工学部電気電子工学科 オーミ塗装工業 岡田電気㈱ ����#c#�ﾓc3cB���蔦cc"ﾓCSc2���蔦cH6s�#�2���坪.�C�ﾓ33SR��#"ﾓ#s2ﾓ��s"���蔦cCrﾓ�#s����蔦cc"ﾓ��唐���蔦c3Rﾓ�##R�再任 再任 再任 再任 再任 再任 再任 再任 

小沢甚一郎 ��ｉ�｣2��自由業 ���蔦cc2ﾓCC#B�再任 

-24-



役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�軍話 ��

相談役(元会長) // ･'(前会長) �)YI+x爾�ﾝy�ﾉ4�&｢��Y68ﾋHﾏr�19(専4) 24(専8) 30(気3) 舒(訷ﾊyzy�Xｧxｷｸﾌ9%ｨｯｩ�XｧyYB�019-662-3324 019-623-7776 0193-64-2230 俐ID2�ﾜID2��iD2�

幹一事 // /y J</ /y /y /I/ // // // /y // // // // // (. // J</ /y // /I, ′′ // // ��ｨ�8��鶯�昭20(専5) �8ﾉfｹtﾉ_ｨｻｸｼhx｢�019422-6777 俐ID2�

和甲守之助 金孝博 庄子幸男 �#R��｣鋳�3"斡3R��3宙ｴ3�"��和田酒店 横河電子機器㈱ ���蔦c#"ﾓ#C#"���田SBﾓ�3S����田3ふS#���再任 再任 再任 

外川俊隆 鼎�斡3�B��岩手県庁 ���蔦cS�ﾓ3����再任 

久保田賢二 鼎"斡3�R��岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c(6sc3コ�再任 

平孝清 鼎2斡3�b��岩手医科大学 ���蔦cS�ﾓS����再任 

宮手敏雄 池野正樹 菊池政四 鼎B斡3�r��Cb育�"��Cr斡3#���岩手日報社 ㈱川徳 ���蔦cS2ﾓC�������｣cc"ﾓcsCR���蔦cS�ﾓ�����再任 再任 再任 

岡英夫 鼎ｈ����B��岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c#�ﾓc3ヲ�再任 

杉村洋一 鼎宙��R��いわて生協 ���蔦cビﾓ�CC��再任 

池内達 鉄�育�b��岩手県企業局 ���途ﾓsBﾓ#�C��再任 

今野幸洋 鉄2斡3#b��盛岡市役所 ���蔦cS�ﾓC����再任 

千枝泰航 鉄B������岩手県庁 ���蔦cS�ﾓ3����再任 

野崎明裕 鉄R斡3#ｒ�岩手県庁 ���田S�ﾓ3����再任 

藤尾勉 鉄b育��"��岩手県企業局 ���蔦cc�ﾓC#���再任 

嘩藤信 鉄r育��2��岩手大学工学部情報システム工学科 ���蔦c#�ﾓcCs��再任 

大沢崇 鉄宙�綯��㈱グレープシステム ���蔦c3Rﾘ崧c���再任 

佐藤文昭 鉄宙���R��㈱ⅠBC岩手放送 ���蔦c#2ﾓ3����再任 

泉洋一栄 田�育��b��盛岡セイコー工業㈱ ���蔦c�*#3S���再任 

立花龍一 田���繧��㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再任 

高橋康浩 田"斡33R��岩手県警察本部 ���蔦cS2ﾓS�S��再任 

佐々木其嗣 田"育��ｒ�㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再任 

千葉明嗣 田2竏�貳��盛岡市水道部 ���蔦c#2ﾓ�C���再任 
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講演会｢21世紀coEプログラム｣
講師　長田　洋　助教授

懇親会のひとこま

平成17年度岩手大学電気電子情報科会総会議事録

日　時:平成16年6月11日(土) 15:00-

場　所:いわて国保会館
盛岡市大沢川原3-7-30
TEL 019-623-4321

出席者:37人
1.開会の辞　木村彰男理事(事務局)
2.会長挨拶　佐々木喜八郎会長
3.祝辞　　情報システム工学科学科長代理

渡連孝志教授
4.議長及び書記選出
事務局一任の声があり､事務局推薦により
次の通り道出された｡
議長:井上　隆志(電気S40年卒業)
書記:久保田賢二(電気S 42年卒業)
岡　英夫(電子院S48修了)

5.議事

第1号議案　平成16年度事業報告
第2号議案　平成16年度決算報告
議長の指図により柳橋好子理事(事務局)
より配布資料に基づいて上記2議案の報告の

後､旗福寛会計監査より｢会計監査の結果､
適性かつ正確であったことを認める｣旨の報
告があった｡

その後､ 2議案を一括審議した｡
･質疑なく拍手で承認された｡

第3号議案　平成17年度事業計画(莱)
第4号議案　平成17年度予算(莱)
議長の指図により柳橋好子理事(事務局)
より配布資料に基づいて上記2議案の説明が
あった後､一括審議した｡

(質問1)年会費が17年度は16年度より
も多く入金される見込みの予算である

のに､かける経費が16年度よりも少

ない理由は?

(答) 16年度は会計処理のためのデータ
ベースソフトウエアの開発費が殆ど

だったが､ 17年度はこの費用が不要
であり､データ入力人件費と紙などの
消耗品代だけを見込んでいるためであ
る｡

(質問2)年会費の請求は前年度の未納入
者と新しい請求者になると思うがその
内新しく請求する人数は何人位か?
(答) 100人弱である｡

(質問3)会誌きたかみの編集委員の人数
は3人で大丈夫か?大変だと思うが､
もっと多い方が助かるのではないか?

(答)昨年は事務局3名で行なった｡人数
を増やして戴ければ助かるので､役員
会で検討させて頂きたい｡

･結論:きたかみ編集委員の人数は役員会で

検討することとした｡他に質疑なく､拍手
で承認された｡

第5号議案　平成17年度役貞選出(莱)
柳橋好子理事(事務局)より配布資料に基
づいて説明があり､その後審議した｡説明の

中で､元会長の山崎時雄氏からご自身の都合
によって役員を辞退したいという意思表示が
なされており､それを受けることにした案で

ある旨報告があった｡
･質疑無く､拍手で承認された｡

6.その他　　とくなし｡

7.閉会の辞　木村彰男理事(事務局)
(15 : 40)
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電気系学科年表 �6Hｴ96H���饑�怦檠D餠ﾂ�

自平成17年2月 俾兌ﾙ�ﾃ�yD�(ﾈ��

至平成18年1月 倩ｩ[ﾙ�ﾃ�吋��ﾈ��

平成17年(2005年) 兌ﾙ�ﾃ�yD窿#��YD竰�

2/2-3平成17年度大学院工学研究科博士前期 課程第2.次入学者選抜試験.電気電子 工学専攻9名合格,情報工学専攻9名 合格 2/3入学願書受付締切.電気電子工学科: 前期2.2倍,後期6.1倍,情報システム 工学科:前期1.6倍,後期5.0倍 2/4平成17年度大学院工学研究科博士後期 課程第2次入学者選抜試験.電子情報 工学専攻2名合格(うち外国人留学生 �"�(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ9](�効醜橙旭(詹�Xｧxﾔ��

特別選抜2名) 2/10最終講義(-祐会館大会議室).｢リモー トセンシング研究の30年｣,横山隆三 教授 2/14大学院工学研究科博士後期課程公聴会 (電子応用工学講座) 2/16修士論文審査会(電気電子工学専攻) 2/18卒業研究発表会(情報システム工学科) 2/21-23修士論文審査会(情報工学専攻) 2/25平成17年度個別学力検査(前期日程) 2/28電気電子工学科橋本優男助手辞職 3/4卒業研究発表会(電気電子工学科) 3/8前期日程合格者発表.電気電子工学科 乂yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ8���2��(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ3S�ﾘi<��ﾘiJﾘﾗ3Cc��YB�2��i?ﾈ檍醜ｫﾘﾇﾘ檠�Xﾘx+宙ｮ(詹�Xｧxﾔ逢r�

50名(うち外国人留学生2名),情報 システム工学科51名(うち外国人留学 生3名) 兀I6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ8���2����i?ﾈ檍醜ｫﾘﾇﾘ橙旭(詹�h耳7ｨ6X8ｲ��

3/12平成17年度個別学力検査(後期日程) 3/22後期日程合格者発表.電気電子工学科 16名,情報システム工学科14名 3/23岩手大学卒業式(岩手県民会館). 工学部第53回卒業生:469名(電気電 子工学科74名,情報工学科2名,情報 システム工学科73名) 大学院工学研究科博士前期課程第36回 修了生:168名(電気電子工学専攻41名, 情報工学専攻21名) 大学院工学研究科博士後期課程第7回 修了生:16名(電子情報工学専攻5名) 3/31情報システム工学科横山隆三教授定年 退職 伜����#C��ﾂ�
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技術部副技術室長沼田徳重氏定年退職

情報システム工学科千葉史助手辞職
(ラング　ディジタル空間情報事業部

部長として転出)

4/7　　　岩手大学入学式(岩手県民会館).

工学部入学者: 479名(電気電子工学

科73名,情報システム工学科77名)

3年次編入学生:電気電子工学科10名,

情報システム工学科1名

大学院工学研究科博士前期課程入学者:
189名(電気電子工学専攻31名,情報

システム工学専攻33名)

大学院工学研究科博士後期課程入学者:

16名(電子情報工学専攻5名)

4/16　　記念講演会(農学部付属農業教育資料

館). ｢リモートセンシング研究と岩手

大学｣,横山隆三氏(ラング社長)

4/28　　電気電子工学科特別講義(テクノホール).

｢Renewable Energy and Distributed

Generation｣,フランシス　ド-ソン氏

(トロント大学電気情報工学科教授)

5/24　　情報システム工学科学術講演会(情報株

106室). ｢徒歩の旅と実践的情報発信｣,

児玉文暁氏

5/24, 6/7電気電子工学科ソフトボール大会

5/30　　計測自動制御学会東北支部第221回研

究集会/INS電子デバイス研究会第30

回講演会(-祐会館)

6/1　　開学記念日

6/9　　　平成18年度推薦編入学試験　電気電子

工学科2名合格,情報システム工学科

1名合格

6/21　　電気電子工学科特別講義《電子情報通

信学会東北支部学術講演会》 (テクノホ
ール). ｢ITビジネスとコミュニケーシ

ョン｣,畠山　寧氏(S55電子卒, NTT

東日本東京支店　法人営業本部ソリュ
ーション部門長)

6/25　　高校に対する学部公開説明会

7/12-13　平成18年度一般編入学者選抜試験.電

気電子工学科12名合格,情報システム

工学科8名合格

7/15　　平成18年度大学院工学研究科博士前期

課程推薦入学者選抜試験.情報工学専

攻7名合格
8/5　　　大学院工学研究科博士後期課程公聴会

(電子情報工学専攻電子応用工学講座)

8/25-26　平成17年度電気関係学会東北支部連合

大会(学生センタ一棟)

9/5_6　　平成18年度大学院工学研究科博士前期

6/ll

電気電子情報科会監査(岩手大学工学

部電気電子工学科会議室)

平成17年度第1回理事会(国保会館)

出席者11人

平成17年度総会に向けて

1)議案書の審議

2)総会の役割分担

議長･書記･司会･講師等

その他

佐藤淳先生｢瑞宝中綬章｣の件

平成17年度盛岡支部総会(国保会館)

平成17年度第1回役員会(国保会館)

出席者21人

平成17年度総会について

平成17年度総会(国保会館)

出席者38人
16年度事業報告

16年度決算報告

17年度事業計画

17年度予算

17年度役員選出

7/16　　平成17年度仙台支部総会(仙台サン

プラザ)出席者38人
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課程入学者選抜試験. 《4月入学≫電気

電子工学専攻35名合格,情報工学専攻

16名合格

9/7　　　平成18年度大学院工学研究科博士後期

課程入学者選抜試験. 《4月入学≫電子

情報工学専攻2名合格

9/27_29　電気電子工学科工場見学《閑東地区≫

(DoCoMoR&Dセンター,国際電気

小金井事業所･開発研究所,東芝府中

事業所). 3年次,引率:久保田,相葉

教員(参加者42名)

9/27　　電気電子工学科工場見学《東北地区≫

(岩手県企業局四十四田発電所). 3年次

および2年次(希望者),引率:向川教

員(参加者10名)

9/28_9/30大学院工学研究科博士前期課程電気電

子工学専攻2年次中間発表会

9/30　　岩手大学修了式･卒業式(岩手大学農

学部付属農業教育資料館).

工学部: 5名(電気電子工学科1名)

大学院工学研究科博士後期課程:コー
ス3名(電子情報工学専攻1名) +請

文博士3名
9/30　　情報システム工学科スポーツ大会

10/3　　岩手大学入学式(岩手大学事務局).

大学院工学研究科博士前期課程: 2名

大学院工学研究科博士後期課程: 3名

10/4　　電気電子工学科特別講義(入社H52).

｢移動通信システムの現状と動向｣,

吉揮和弘氏(NTTドコモ)

10/7　　(秩) TTK寄付の桜植樹式

10/7　　電気電子工学科経営実践学特別講義

(17番講義室). ｢これからの企業が求め

る技術者像一経営者が期待するもの-｣,

梅　良之氏(S42年電気卒, (秩) TTK

代表取締役社長)

10/14　　電気電子工学科特別講義(17番講義室).

｢電気から学ぶ｣,佐藤利三郎氏(東北

大学名誉教授,仙台EMC研究センター

推進部会部会長)

10/22-23　大学祭(オープンキャンパス)

ll/4　　電気電子工学科･情報システム工学科

特別講義《電子情報通信学会東北支部

学術講演会, IEEE Sendai Section≫ (17

番講義室). ｢地上デジタル放送の概要｣,

清水安定氏(東京タワー参与･元古河
電工技師長)

ll/7　　大学院工学研究科博士前期課程情報工

学専攻2年特別研修発表会(12月中旬
まで大講座単位)

8/20　　平成17年度第2回理事会(国保会館)

出席者13人

｢きたかみ｣ 52号について

正会員歓迎会の開催について

草刈賞選考について

年会費徴収について
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ll/10-11電気学会マグネティツクス研究会/ⅠNS 電子デバイス研究会第31回講演会 ll/10電気電子工学科特別講義《電気学会マ 免ﾂ��(ﾛ):���i�i��_9(h���ﾄﾘ�棹橙�

グネティツクス研究会,ⅠNS電子デバ 宙檍什tﾈ躪皦ﾜ2��

イス研究会≫(-祐会館). ①｢鉄,ニッケル及び鉄ニッケル合金 の磁気応用研究40年｣,旗福寛氏 (岩手大学工学部電気電子工学科) ②｢電磁環境調和における磁気シール ド技術の現状と課題｣,佐藤秀隆氏 (NTTファシリティーズ) ③｢乾電池リサイクル材の電子部品へ の応用｣,松尾良夫氏(FPK) ll/18電気電子工学科経営夷践学特別講義 (17番講義室).｢すべてが挑戟～自 信を持って事に当たろう～｣,池田隆夫 氏(S35年電気卒,富士通エフ.アイ.ピー (秩)前代表取締役社長) ll/19-平成18年度推薦入学試験.電気電子 工学科10名合格,情報システム工学科 16名合格 ll/29電気電子工学科経営実践学特別講義 《電気学会東北支部学術講演会≫(22番 講義室).｢通信ネットワークとデバイ スビジネス｣,土屋治彦氏(NECトー キン顧問) 12/7大学院工学研究科博士前期課程電気電 �8ﾈｹ粨4�8ｸ4ｨ6h4(4��89i$｣�9�ﾂ��"�(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ9](�勾.X橙旭(詹�Xｧxﾔ��

子工学専攻1年次中間発表会 12/17大学院工学研究科博士後期課程会予備 審査会(情報システム工学講座) 乂yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ8���

平成18年(2006年) 兌ﾙ�ﾃ�吋窿#��iD竰�

1/13平成17年度情報処理学会東北支部研究 会(テクノホール) 1/13情報システム工学科学術講演会(テク ノホール).｢ユビキタスコンピューティ ング@ホーム｣,椎尾一郎氏(お茶の水 女子大学理学部情報科学科) 1/21-22大学入試センター試験 1/24電気電子工学科特別講義《電気情報通 ���#y��ｪ��ﾉ�俟ﾈ効醜橙旭(詹�Xｧxﾔ逢yYB��

信学会東北支部学緬講演会≫(22番講義 ���#閏ﾙ�ﾃ�yD�7��c8��yﾘ馼橙延ｩ:ﾙY�2�

室).｢半導体デバイスの開発｣,新倉 ��著��逸#�9�ﾂ�

郁生民(岩手大学客員教授,前東京電 丿X迚YH,ﾉ_�ﾙ��

波(秩)取締役開発技術本部長) ���ｪ��ﾉ�俟ﾈ,�,(*(,B�

1/27_平成18.年度私費外国人留学生入学者 ��8檍醜ｫﾘﾇﾘ檍,�,(*(,B�

選抜.電気電子工学科2名合格,情報 �(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ3S(ﾘi��+ｸ�8ｻX,�,(*(,B�

システム工学科4名合格 僖陞��ｹ?ﾈ�8ｻXｷ�-�Eｹ?ﾈ源xｨ,�,(*(,B�[ﾙ�ﾃ�吋�7��ﾘ檍,�,(*(,B�+ｸ,ﾉ�ﾂ�
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岩手山

編　集　後　記

例年になく大雪で新年を迎えました｡盛岡の12月の積雪量が観測史上最大とのことです｡全国各地､

特に日本海側の厳しい状況が報道されております｡皆様いかがお過ごしでしょうか｡

今年も｢きたかみ｣をお届けする季節になりました｡

この52号には､佐藤先生､横山先生と沼田さんにもご寄稿いただきました｡本当にありがとうご

ざいました｡

また､いつもこの上に載せておりました10大ニュースは著作権などデ)ケ-トな問題があります

ので､今回から転載を見合わせることにしました｡ごめんなさい○

事務局3人､何とか頑張ったつもりですが､落ち度があるかと思います｡どうぞお許しくださるよう､

お願いいたします｡いつもながら勝手に送りつける原稿を短い時間で整理して下さる､阿部謄写堂さ

んに感謝いたします｡

18年度の総会は東京で開催します｡皆様にお目にかかれ

るのを楽しみにしております｡

編集委員

事務局　電気62年

情報平3年

電子45年

洋　男　子

彰好

田村橋長木　柳
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平成18年度総会並びに懇親会開催の御案内

平成18年度の電気電子情報科会総会は,下記のように開催することになりましたので御案内申し
上げます｡なお東京支部大会も併せて行います｡会員各位多数のご参加をお待ちしておりますo

なお､住所や勤務先の確認にも使用させて頂きますので､綴り込みのハガキで総会-の出欠を､

1カ月前の平成18年5月10日までにご連絡を頂きたくお願い申し上げます｡

記

日　　時　平成18年6月10日(土)午後3時00分(受付開始)

東京支部大会　　　　　午後3時3 0分～4時0 0分

総　　　会　　　　　午後4時00分～4時30分

講　演　会　　　　　午後4時30分～5時30分

懇　親　会　　　　　午後5時30分～7時30分

場

壬生

自我

所　アルカディア市ヶ谷(私学会館) TELO3(3261)9921 http://www.arcadiajp･org/

〒 102-0073　東京都千代田区九段北4 - 2 - 25

交通‥JR中央線･東京メトロ有楽町線･南北線･都営地下鉄新宿線各｢市ヶ谷駅｣より

徒歩約2分

題1.平成17年度事業報告,決算報告承認
2.平成18年度事業計画案,予算案審議

3.その他

講　演　会　演題:｢光から電気-　電気から光-｣講師:柏　葉　安兵衛氏

懇親会会費　8,000円(今年から､昨年秋･今年春に叙勲された方を懇親会の席でご紹介し､
祝意を表します｡叙勲された方をご存知の方はお知らせください｡)

連　絡　先　総会出欠､叙勲者の紹介等の連絡は､会誌｢きたかみ｣に綴り込みのハガキを使用するか､

下記事務局宛電話､ FAXまたはE-mail等で連絡ください｡

[本　部]岩手大学電気電子情報科会事務局(岩手大学工学部電気電子工学科432号室)莱
電気電子工学科担当　　長　田　　洋　TEL ･ FAX 019-621-6381

E-mail osada@iwate-u.acjp

情報システム工学科担当　　木　村　彰　男　TEL･FAX 019-621-6488

E-mail kimura@cis,iwate-u.ac.Jp

庶務会計･学外担当　柳　橋　好　子　TEL･FAX　019-686-2253

E-mail t.k-yngbs@nifty.com

[東京支部]事務局　　飛　世　政　和　TEL･FAX 0467-83-6702

E-mail t_denki@jcom.home.nejp

支部長　　揮　藤　隆　一　TEL･FAX　049-266-0544

E-mail rsawafuji@ybb.ne.jp

副支部長　山　田　　　均　TEL･FAX047-457-7041

E-mail mountain_h_m@mwa.biglobe.ne.jp


